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平成２４年６月５日　(火)　　　　司会：畑中　美恵子　記録：水上　由佳子

	松橋
	上口
	山田
	藤原
	岩藤
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	公休
	学校
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	○
	○
	準夜
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・法人行事運営委員会より

　今年度の旅行について、１日目は参加者全員での旅行行程・ホテルへ到着後、３つのコースのいずれかを選択しての観光となります。
コース①：正岡子規の句碑公園・湯元温泉神社・弁天島

コース②：錦秋湖・湯川沼(浮島)・ほっとゆだ駅

コース③：ホテル滞在

２日目は参加者全員での旅行行程となります。

　※１日目のコース選択について、観光場所の入場料などは無料となります。

コース選択につきまして、事前に人数把握が必要なため、コース希望を取らせて頂きます。

「共有フォルダ」→「委員会」→「法人行事委員会」→「2012」→「H24職員旅行」→「選択コースはこちら」の書式に、いずれかのコースを選択して入力をして下さい。

入力締め切りは６/１７（日）とします。

※入力締め切り後のコース変更は受け付けませんのでご了承下さい。
・乾燥機について

　左側の乾燥機のフィルターは部品交換が必要な為、後日見積書を業者が持ってくるとの事です。

・二槽式洗濯機のコイン入れについて

　洗濯機にコイン入れがついたものが現在、製造販売されていないとの事で今後も今の状態で

使用して下さいとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・赤坂　順市様～内服薬の拒薬なく頭痛は治まったと本人話されており、昨日処方された予測指示のメフェナム酸カプセル(解熱鎮痛消炎剤)は服用していない事主治医へ情報提供しています。主治医より、拒薬時は様子観察するよう指示があり予測指示継続となっています。

・滝澤　久江様～日勤帯にて長靴と袋を持ち「パイナップル植えたのもいでくる」と妄想発言聞

かれています。突発的行動に注意し所在の確認を行っていきましょう。

・五日市　規様～本日より毎週火・木曜日に単独でデイケア体験利用に行かれます。14時に病棟

を出たらデイケアへ連絡・帰棟後にもデイケアへ連絡するようにして下さい。

帰棟後は、精神状態・疲労感の有無観察していきましょう。

＜定期薬変更者＞

・金沢　洋子様～リントン(精神神経用剤)(0.75) 2T 2×ndE(朝・夕)→リントン(精神神経用剤) (1.5) 2T 2×ndE(朝・夕)へ増量となっています。歩行時、ふらつきが出る可能性ありますので歩行時ふらつきに注意していきましょう。

・三上　勇様～下肢の掻痒感継続している為、ネオファーゲンC(肝臓疾患用剤) 3T 3×ndEが臨

時薬から定期薬へ追加となっています。引き続き、下肢の掻痒感の有無観察して

いきましょう。

＜田名部Drケースカンファレンス・診察＞

・林　田鶴子様～現在、自己服薬管理1日分となっていますが忘薬・セットミスない為3～4日分

へステップアップしても良いか主治医へ確認し許可となっています。明日から

自己服薬管理3～4日分開始となります。

　　　　　　　　現在、弟様の仕事の都合により退院に向けて話が進んでいませんが弟様の仕事

が落ち着いた頃に話を進めていくようにしましょう。SWのほうで退院後自宅から通えるデイケア・作業所を探しているとの事です。

　　　　　　　　退院に向けての援助として、保清面でセルフケア能力のアップ・余暇時臥床傾

向となっている為、離床を促していくようにしましょう。

　　　　　診察→診察中は妄想発言なく現実的な会話出来ています。本人より「薬が変わってか

らシャキッとするようになりました」と話され、日中の眠気がなく夜間眠れるようになったと話されています。

・菊地　明子様～時折、活動力の低下が見られています。左膝痛の訴え聞かれており、軽度の熱

感・腫脹見られており歩行運動はしばらく休むよう本人へ伝え了解されていま

す。

　　　　　　　　本人、退院する事について御家族(養父・兄様)が自分のことを邪魔に思っている

んじゃないかと思っており、スタッフより青山荘へ入所後今後について考えて

はどうかと伝え本人了解されています。本人の良い所を評価しつつ支持してい

きましょう。

　　　　　診察→主治医より、気分が落ち込んだりしないように工夫している事はあるか問われ

ると「神経質にならないようにしています。あまり周りのことを気にしないよ

うにしています」と話されています。左膝について本人気にかけており、主治

医が触診を行い骨折はしていない事・少し負担がかかっている為あまり歩行

運動はせず、アスモロールを貼って様子を見るよう伝え本人了解しています。

・倉橋　生子様～口調穏やかに「最近はあまり他人のことは気に掛けたり心配しないようにして

います。気にしたって他人なんだから血が繋がっているわけでもないし、気に

しても仕方ない事だから」と話されています。現在落ち着いている様子ありま

すが引き続き、気分変動・他者とのトラブルに注意していきましょう。
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	ＳＧＭ
	担当者

	
	
	


	対象患者情報
	　倉橋　生子様　　　61歳

病名：統合失調症　入院形態：任意入院

	患者の希望
	・退院後単身生活になった時、落ち着いて生活したい。

	患者の

現在の経過について

（各職種）


	・病棟での日常生活は自立している。プログラム参加拒否は無く比較的、生活リズムは安定している。

・母様が、入院をしていおり5//20スタッフ付き添いにて、面会に行かれている。その後、目立った気分変動や日常生活への支障は見られていないが、母様の状態を気にかけスタッフへ度々、病状や今後の見舞いについて確認に来られている。5/30、母様が亡くなり、火葬や葬儀などに外出し参列している。訃報を聞いた当日は、涙ぐむ事あるが以後は、スタッフへの話し掛け多い事があるが対応は比較的穏やかで淡々としている様子がある。

・陰部からの出血あり、5/8から臨時薬サーカネッテン2Ｔ2×朝・夕後に処方されている。現在も、少量の出血は持続している状態。

・対人交流において他罰的発言・他者への干渉見られ、他者とのトラブルに至る事あり。都度、指導・振り返りを行っている。

	主治医の治療方針
	· 薬物療法・精神療法

· 施設入所→候補として青山荘

	検討された

支援方針
	· 青山荘入所に向けて準備を進めていく。目標としては、８月頃より面談、手続きなどを進め、１０月ごろまでの退院とする。

· 公共機関のマナーの指導

· 金銭管理

· 自己管理能力の向上

	抽出された

問題点
	· 対人交流→他者の行動に対し干渉的で他罰的でありトラブルとなる場合がある。

· 母の死を気に不安や病状の変化が予想される。

· 妹様が本人には八戸周辺で生活、施設入所して欲しいとの希望あり。関東在住の為、面会なども遠のきがち

	今後の

看護計画
	· 青山荘入所について定期的なカンファレンスを実施し、入所時期や必要な手続きを把握し、順次進めていく。

· 対人交流について他者と円滑にコミュニケーションを図れるよう支援していく。

· 妹様との関わり（退院や青山荘入所、その後についても８月ごろ面談をしていく予定。


症例検討会　実施報告　倉橋　生子様　H24.6.1　　　　　

